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Environment Lecture 2013 at the Faculty of Agriculture of the Shinshu University 

タンザニア中南部を流れるキロンベロ川⽔系には、⾯積約 11,800km2 の広⼤な内陸氾濫原が形

成されている。⽔に恵まれたこの地域では古くから稲作がおこなわれてきたが、経済⾃由化が進展

するのにともなって、もともと居住していた農耕⺠の稲作が急激に拡⼤し、現在では国内⽣産量の

約 1 割をまかなう重要な稲作地帯となっている。また、1980 年代後半からは、稲作と牧畜を営む

半農半牧⺠が同地域に移住してきており、彼らによって放牧が盛んにおこなわれるようになった。

また、同地域には多くの野⽣動物が⽣息しており、近年では⾃然保護政策が実施されるようになっ

てきている。 

2000 年代に⼊りタンザニア政府が環境保護と観光産業の振興を⽬的とした政策を打ち出すよ

うになり、同地域において⽔⽥や放牧⽤地だった湿地は野⽣動物の保護区としても価値を持つよう

になった。近年は、⽣業を拡⼤したい住⺠と保護区を設置したい政府の間の溝が深まり、氾濫原の

多元的な⼟地利⽤は、より複雑な問題をはらむようになってきている。本講演ではこうした問題に

焦点を当て、⽣業の拡⼤と⾃然保護をどのように両⽴していくべきなのか、同地域の事例を参考に

考察していく予定である。 
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